
河口の塩湿地に生え、満潮時は全体が海水中につかることがある。花が咲くと枯れる。全体に強いメロン
の香りがある。根出葉は短い主軸の先にあって長さ14-21cm、葉身は扇状で2-3回掌状に深裂し、裂片は

線形で円頭、幅2mm、厚い。主軸には花をつけず、側枝が高さ30-50cmになり、帯紫色をなし、円錐花序

に多数の花をつける。茎葉は長柄があり、葉身は羽状深裂し、上部の葉は小さく、3中裂するかまたは線

形。花は9-10月。頭花は短い倒円錐形で長さ3-5mm、幅5-7mm。

河口の塩沼地植物群落が減少しており、本種が確認で
きる場所も少なくなっている。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

○

■ 県内分布

姫路市、相生市、赤穂市、たつの市

■ 国内分布

本州（近畿以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…フクド
環境省ランク… NTArtemisia  fukudo  Makino


